
代表的な協働・共創事例

事業名

企業等と連携した棚田保全活動
「棚田パートナーシップ協定」in 稲倉の棚田

信州の美しい棚田は県民の貴重な財産であるが、その保全には多くの
労力を要し、過疎化・高齢化が進む農家だけでは困難な状況
そのため、県の仲介・立会により棚田保全団体と企業等を繋ぎ、多く

の人の手による継続的な棚田保全活動の実現を支援
上田管内では「つなぐ棚田」に認定されている「稲倉の棚田」に更に

多くの人を呼び込み持続的な保全活動とするため、多様な連携を構築

目的 座組

実績

結果

連携相手

◆稲倉の棚田保全委員会 ◆岡崎酒造㈱ ◆㈱八十二長野銀行
◆信州ハム㈱ ◆千曲バス㈱ ◆アリオ上田 ◆鹿教湯温泉観光協会
◆㈱深山 ◆㈱KURABITO STAY 

上田地域振興局

・棚田にカカワルことの魅力や価値を高め、効果的に発信された結果、
令和８年度の棚田カカワリ隊（オーナー制度）には358組が応募（９割が県外在住者）
令和３年度の96組から3.7倍に増加しており、都市住民の棚田保全への参画が着実に増加

・ 様々な企業や地域住民・都市住民と連携した棚田保全活動の取組が評価され、令和４年度
には稲倉の棚田保全委員会が、第61回農林水産祭のむらづくり部門において天皇杯を受賞

・令和２年に岡崎酒造㈱と棚田パートナーシップ協定第１号を締結し、日本酒
「信州亀齢」の酒米の田植え・収穫等を行う「酒米オーナー制度」を実施

・棚田CAMP（４月）、お田植祭り（５月）、ししおどし祭り（８月）、収穫
祭（11月）などのイベントで、信州ハム㈱や㈱深山等による食品提供など

・令和８年２月には新たに㈱KURABITO STAYとも協定締結し、取組が拡大

棚田カカワリ隊
（酒米オーナー・エリアオーナー等）
都市住民・地域住民の保全活動への参画

棚田パートナーシップ協定
締結企業等８者

イベント開催・協力等による棚田の魅力向上
保全活動への参画

稲倉の棚田地域振興協議会

稲倉の棚田保全委員会
保全活動の推進母体

長野県
稲倉の里農村交流館の整備
企業等連携の仲介・立合

上田市
地域おこし協力隊

クラインガルテンの整備

豊殿まちづくり協議会
ほか

㈱KURABITO STAYとの協定締結式松明を持ち練り歩く 「ししおどし祭り」

酒米オーナーの「棚田の未来を語る会」には約300名が参加
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